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構造解析ユニット

基盤技術

COIの開⽰︓本発表に関連して開⽰すべき利益相反はありまん。

⽀援の成果

（a）✕線結晶構造解析。⼀般に膜蛋⽩質の結晶化
の成功率はきわめて低い。膜貫通部分が界⾯活
性剤ミセルで覆われていて結晶格⼦が形成され
にくいためである。⽴体構造認識抗体を結合さ
せて膜外親⽔性表⾯を拡張すると、抗体が「結
晶化シャペロン（crystallization chaperone）」
として機能し、結晶化が促進される。哺乳類の
フルクトース輸送体GLUT5の構造解析例。

（b）クライオ電⼦顕微鏡単粒⼦解析。分⼦量が⼩
さい膜蛋⽩質の電⼦顕微鏡画像データにおいて
は、界⾯活性剤ミセルに埋まった膜蛋⽩質分⼦
の⽅位の正確なアライメントが難しい。⽴体構
造認識抗体を結合させると、抗体分⼦がミセル
から突き出したような複合体粒⼦形状となる。
抗体部分を「画像アライメントマーカー
（fiducialmarker）」として画像データ処理が可
能となるため、構造解析の成功率が⾶躍的に向
上する。B型肝炎ウイルス感染受容体NTCPの構
造解析例。
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